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第２期伊勢市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進行管理について（答申） 

 

 

 令和６年７月１８日付０６企第７４９号で諮問のありました伊勢市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略の進行管理及び改訂の方向性について、下記のとおり答

申します。 

 

記 

 

１ 「基本目標①安定した雇用を創出する」については、（１）創業者支援につ

いて、後継者不足による事業承継の課題や廃業対策も視野に入れた取組を

検討してください。（２）企業誘致の推進について、県との協議を進めてく

ださい。また、用途転用も検討の余地があると考えられます。なお、大きな

面積を必要としない業種の誘致は有効と考えられるので推進してください。

（３）就労支援においては、採用難の状況に鑑み、雇用と創業の関係につい

ても考慮してください。 

 

２ 「基本目標②伊勢への新しいひとの流れをつくる」については、（１）新し

い人の流れをつくるにはインバウンド戦略が必要であると考えます。行政

だけでなく観光協会や商工会議所等の関係機関と連携し、全市的なプラッ

トフォームをつくり観光戦略を考えてください。（２）夜間の交通手段につ

いて、国のライドシェア制度や三重県が令和５年度に実施した夜間タクシ

ーの需給バランス調査も参考にしながら関係機関とともに検討してくださ

い。 

（３）人口減対策としての移住は引き続き推進してください。 

 

３ 「基本目標③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」については、

（１）出会い結婚支援については、他市町ではマッチングアプリを活用して

いる話も聞きます。若い人たちは、利用している人も多いようなので、そう

いったことも参考にしながら進めてください。（２）支える側の高齢化など

が進み、人手不足の課題があるため、対策を講じるような取組を検討してく



ださい。（３）規模の小さな自治体に比べて子育て支援策がぼやけた印象を

持たれかねないので、伊勢市の支援策のアピールポイントを明確に打出す

ようにしてください。（４）ライフステージに応じた柔軟な働き方ができる

環境づくりとして、企業とともに休暇制度や休みやすい職場環境づくりを

進めるとともに、住民や顧客等の理解が得られる社会環境づくりに取り組

んでください。 

 

４ 「基本目標④暮らしやすい生活圏をつくる」については、コミュニティの在

り方が多様化するなかで、さまざまなかたちでつながりをもてるように取

組んでください。 

 

５ 基本目標の３３の具体的施策の達成度は、Ａ１７、Ｂ８、Ｃ８となっており、

概ね順調に取組が進められていると評価できます。引き続き、各種取組を着

実に進めてください。 

 

６ 改訂の方向性については、総合戦略と総合計画を統合する方向で、現計画を

１年間延伸する改訂を行うことが適切であると考えます。 


